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１．随意契約等の見直し計画 
（１）随意契約の見直し 

平成２０年度において、締結した随意契約等について点検・見直

しを行い、以下のとおり、新たな随意契約等の見直し計画を策定す

る。 
今後、本計画に基づき、真にやむを得ないものを除き、速やかに

一般競争入札等に移行することとした。 
 

平成２０年度実績 見直し後 
  

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 

（９４％） （９７％） （９６％） （９８％）
競争性のある契約 

１２８ ９８５，０８２ １３０ ９９３，２２８

（９３％） （９７％） （９４％） （９８％）
競争入札 

    １２６    ９８０，７６４ １２８ ９８８，９０９

（１％） （０％） （１％） （０％）

 

企画競争、公募等 
     ２      ４，３１９ ２ ４，３１９

（６％） （３％） （４％） （２％）
競争性のない随意契約 

８ ２８，６２７ ６ ２０，４８２

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

    １３６  １，０１３，７１０     １３６  １，０１３，７１０ 

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの。 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある。 

（２）一者応札・一者応募の見直し 
平成２０年度において、競争性のある契約のうち一者応札・一者

応募となった契約について点検・見直しを行い、以下のとおり、契

約の条件、契約手続き等を見直す必要があるものが見受けられた。 
今後の調達については、競争性のない随意契約の削減に加え、こ

れら結果に留意、改善しつつ、契約手続きを進めることにより、一

層の競争性の確保に努める。 
 



（平成２０年度実績） 

実 績 件数 金額（千円） 

競争性のある契約 
    

    １２８ 

 

   ９８５，０８２ 

 
うち一者応札・一者応募 

（７７%） 

     ９８ 

（７６%）

   ７４６，７６４ 

（注）上段（  %）は競争性のある契約に対する割合を示す。 

 
（一者応札・一者応募案件の見直し状況） 

見直し方法等 件数 金額（千円） 

契約方式を変更せず、条件等の見直しを実施（注1） 
(２３%) 

２３ 

(１４%)

１０７，３３３

仕様書の変更 ０ ０

参加条件の変更 ２３ １０７，３３３

公告期間の見直し ０ ０

 

その他 ０ ０

契約方式の見直し 
(０%) 

０ 

(０%)

０

その他の見直し 
(５０%) 

４９ 

(５３%)

３９２，６９２

点検の結果、指摘事項がなかったもの 
(２７%) 

２６ 

(３３%)

２４６，７３９

（注１）内訳については、重複して見直しの可能性があるため一致しない場合があ

る。 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある。 
(注３) 上段（  %）は平成２０年度の一者応札・一者応募となった案件に対す

る割合を示す。 

 
２．随意契約等見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み 
（１）契約監視委員会等による定期的な契約の点検の実施 
   契約監視委員会等により、競争性のない随意契約、一者応札・

一者応募になった案件を中心に点検を実施。 
 
（２）随意契約等の見直し 

① 総合評価方式の導入拡大 
     該当する案件を検討しつつ、総合評価方式の導入拡大に取り

組む。 



    
  ② 複数年度契約 
    既に一部で導入しているが、今後も該当する案件を検討し、

随時実施していく。 
 
（３）一者応札・一者応募の見直し 

① 入札公告期間の確保 
公告期間については、事業者が応札について検討または準備

に要する期間を十分に確保するため、可能な限り公告期間の延

長を行う。 
 
  ② 入札公告の内容の見直し 

   業務内容に対する事業者の理解度を高めるため、入札公告 

へ業務概要を掲載する。 
 
  ③ 入札参加要件の緩和 
   以下により、応札し易い環境を整える 
     ア 参入条件のうち、入札参加資格のランクについて条件か    

ら撤廃。 
      イ  必要に応じ、仕様説明会への参加を参入条件から撤廃。 
    
     
 
 


